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化皮膜が消失する銅，鉄，チタンおよびステンレス鋼 (SUS 304) では密着部は接合し易く，酸化
皮膜の消失しないアルミニウムでは接合し難い乙とを実験的に明らかにしている。さらに，拡散溶接
中における酸化皮膜の挙動は，皮膜の性質 iとより 3 つの型に大別し得る乙とを示している。
(5) 接合表面にグロー放電表面処理を行うことにより，表面の清浄化と拡散溶接を連続に行うことは，
拡散溶接中に，酸化皮膜が消失し難いアルミニウムのような材料の溶接に極めて有効である乙とを明
らかにしている。なお グロー放電条件は，高電圧，高電力，低雰囲気圧力ほど良好な結果が得られ
る乙とを示している。さらに酸化皮膜の影響を受けない銀で，接合表面をイオンめっきすることによ
り，各母材の酸化皮膜の影響を減少し，拡散溶接を容易に行い得ることを明らかにしている。
以上のように，本論文は，拡散溶接における接合面の密着過程，その表面皮膜の挙動ならびにl溶接に
ηru つ
ω
?
有効な接合表面の表面処理法について多くの知見を与えているもので，学術的にも工学的にも貢献する
ところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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